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データベース管理
一鈴木自動車工業株式会社における事例

】

-

Data Base Administration of SuzukiMotor Co.Ltd.

鈴木自動車工業珠式会社では,5箇年にわたる長期計画に基づいて総合部品表デ

ータベースを核とする生産情報システムの構築を推進することになった｡

現在,総合部品表データベースヘの移行がほぼ完了し,生産情報システムが本格

的に稼動しようとしている｡

本論文では,データベースシステムの構築に当たり,アプリケ【ションプログラ

ム開発の生産性向上及びデータベース管王聖を目的として開発したSAMICSの概要に

ついて述べる｡

SAMICSはアプリケーション70ログラムの開発,ADM環項.下の各種定義情報の

-一元管葦聖及び運用支援･管理の一元化などの点で有効であり,いわゆるDD/Dシス

テムの一つの方向を示しているものと思われる｡

q 緒 言

データベースシステムの建設はむろんのこと,その運用展

開はより以上の困難さを伴うことが一般的に指摘されている｡

これを支える概念としてシステム管理者(あるいはデータ管

理者)機能が-一般化され,その具体的ツールとしてDD/D(Data

Dictionary/Directry)が重要視されてきている｡

このような二状況の中で,ADM(Adaptable Data Manager)

によるデ【タベースシステムの建設に当たりDD/Dシステム

を必要不可欠とし,SAMICS(鈴木自動車工業株式会社での

ADMアプリケーションプログラム及び定義情報の維持管理シ

ステムの意)を開発した｡

本論文では,SAMICSの機能及びア70リケーションシステ

ム開発･連用との関係について述べる｡

臣l システム管理者とSAMICS

2.1 データベースシステムにおけるシステム管理者の役割

一般的にデータベースシステムに関するシステム管理者の

役割としては,大きく以下の3点が挙げられる｡

(1)データベースの定義と編成

(2)データベースの保全

(3)データベースについてのドキュメンテーション

鈴木自動車工業株式会社では,このうちデータベ【スの定

義と編成及びデータベースの保全に特に着目し,更にAP(ア

70リケーションプログラム)開発の生産惟向上を加味し,シス

テム管理者の役割としている｡

しかし,これらの役割をすべて人手で行なうことは,管理

対象が非常に広範囲であることから不可能である｡また,単

に｢しつけ+としてではなく｢仕j卦け+として管理機能を働かせ

るためには,システム管理者に対する具体的な支援手段とし

てのツールが必要である｡このことから,DD/Dシステムの

開発が必要となった｡

2.2 SAMICSの目的

システム管理者の支援ツールとしてSAMICSは次の目的の

もとに開発された｡
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(1)AP開発の生産性向上

(a)フォームシートに従った仕様書入力による, デイ レク

トリ及びプログラムエリア用ライブラリの自動生成

ADM環ゴ菟下で必要となるDBD(データベース定義),PAS

(プログラムアクセス仕様),MFB(メッセージフォーマッ

トブロック)などのディレクトリは定義言語を知らなくても,

簡便な仕様書記述により得ることができるく,

また,プログラムで使用する各エリア用のコピーライブ

ラリを日動生成する｡

(b)プログラム手続簡略化のためのインタフェースの確立

データベースのアクセス,メッセージの送受信暗などの

各プログラムの共通的処理手続を,インタフェースモジュ

ールを介することにより【吸収する｡

(2)ディクショナリによる各種定義情報の一元管理

仕様書をデータベース化するとともに,仕様書をもとにし

た関連情報のデータベース化により,ディ レクトリ及びクロ

スリファレンスの情報を提供する｡

(3)標準化の徹底のため,仕掛け(70ログラム)による規則の

日動チェック

フォームシートヘの記入及び記入事項のプログラムチェッ

クにより,約束事項で守られにくい標準の徹底を図る｡

(4)運用支援･管‡里の一元化

出力メッセージの再送機能,オンライン処理からバッチ処

理への引継データ蓄積のためのディスクログ機能,ビデオ端

末標準操作機能,データベースの保全機能など連用支援･管

理を-一九化する｡

田 SAMICSの概要

3.1 SAMICSの構成

SAMICSは‾F記に示すサブシステムから構成されている｡

(1)SPCS(Specifieation System)

仕様書処理サブシステムであり,仕様書データベースの維

持,ディ レクトリ及びコピーライブラリの作成などの処理を

*
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プログラム記述
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SAMICS偶木自動車工業株武舎牡での
ADMアプリケーシ]ンプログラム

及び定義情報の維持管理システム)
TSS/DC(TSS/恥ta Communicatio【)
SPCS(Specificati8nSystem)

図I SAMICSの全体関連図
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ACE(エンドユーザー言語)
ACEDDT(ACほ義ライブラリ)
SDDS(SUZUKIData Dictio【arySystem)
DBPCB(データベースプログラムコミュニケーションブロック)

定義仕様書は.仕様書データベースに蓄積維持され,各ディレクトリ出力に用いられる

行なう._

(2)AIP(ADM callInterface Program)

データベースのアクセス,メッセ【ジ送√乏イ._言などのADMに

対するAPかノブの要求の仲､工ち処群を行なう｡

(3)SDDS(SUZUKIData Dictioれary System)

ディクショナリ機能を′受け持つ

(4)湛J†1立拭･背理フログラム群

デー一夕ベース仰仝,ディ スクログ柚=,什様菖ディ レクト

リ仙プJなど椎々のフ‾ログラムか什]一昔されている｡

以卜の全体関辿Ⅰヌ1を図1にホす｡

3.2 SAMICSの機能概要

(1)テイクショナり機能

クSAMICS下の各椎帖報をデータベース化し,ディレクトリ,ロスリファレンスの各椎･11?幸艮を掟供する｡

(a)て滋養仕様書のディ レクトリ ーl註

(i)定義仕様書の1仁義吉名を表ホする｡

(ii)限定(システム､バージョン,仕様書別)定義什様苔の

定義吉名を表′Jミする.⊃

(b)定義什様吉の内容表ホ

指忘三された二定義仕様書の記述内容を表ホする｡

(C) プログラム又はトランザクションコードから使用デー

タ/ヾ【スの表ホ

指定されたプログラムグ〕使用テMタベース名,プロセス

オプションを表ホする｡

(d)フィールド名称一一覧

指)主システム内,又は指定デMタベース内のフィールド

名称を衷ホする｡

(e)データベースの使朋党プログラム･覧

68

指`起されたデータベースを他用しているフ■■ログラム郎を

大小する{J

(f) セグメントのイかIJ光デーー夕べース ーl∈三

相1ときれたセグメント名をもつテ■一夕ベ【ス名を表ホする｡

(g)セグメントのイ射l‾J先PAS---‡己+

指定されたセグメントをセンシティブとするPAS手1を衷

ホする-_J

(2)ディ レクトり､ライブラり=軌勺二成機能

ADM,AIP,SDDS,ACE(エンドユーザー言語),VSAM

(バーチャル ストレージアクセス メソッド)で他用するディ

レクトり,ライブラリ好(及びプログラム用のソース領域;E義

のライブラリをf′1王的生成する｡

(a)ADM用に生J戊するもの

(i) DBD

(ii) PAS

(.iii)AIB･

仙
仙
仙
仙
仙
仙
G
i
D

MFB･‥‥‥

ADMBMP

ADMBCH

テ【夕べーース仁義

プログラムアクセス仕様

アフ､リケーショ ンイ ンフォメⅥショ ンブ

ロ
ック

メ
ッセ”ジフォーマットブロック

BMP実行コントロールパラメータ

バッチ実行コントロールパラメータ

AIP用に生成するもの

LFB･

DLG･

MSD

リ ストフォーマットブロック

ディ スクログのプリフォMマソティ ング

再送データベースのプリフォーマソティ

ング

(C)SDDS用に生f克するもの

テ■ィクショナリデー一夕ベース入ル情報

(d)ACE梢に生成するもの



ACEDDT…･ACE用データ定義テーブル

(e)VSAM用に生成するもの

デMタセットフこ義,削除(カタログ,アンカタログを含

む｡J)パラメータ

(f)プログラム川のソース神域謹義

(i)データベースセグメント人山カエリア

(ii)標準SSA(セグメントサ【チアーキュメン =エリア

(iii)【【一山如メッセージ入flけJエリア

(i切 りストメッセージ出力エリア

(Ⅴ)一 一般メッセーゾ人rIlナJエリア

如)アクションメッセMジ出ノJエリア

んiD GSPA(グローバルスクラ､ソナパットエリア)入=ノブエ

リア

如i) SPA入出力エリア

Gわ ディスクログ出力エリア

(3)データベース保全機能

ADMシステム障害時,ディスクハMドゥェア障害峠,AP障

吉時など,データベースの回役が必要となる機会が少なくない｡

このためADMでは,緊急リスタート時のデータベ【ス1‾j‾り子簸

機能を標準ユーティりティとして,データベースL口=毎(ADM

REC,ADMBAC),データベースのバ､ソクアップイノーシ

コピーの取得(ADMIMG)が用意されている｡

データベースの【叶子夏を行なうには,人力のブ央定及びJCL(ジ

ョフ滞り御言語)の作成を正しく行なわねばならないl｡しかL､

データベースの【山手生は緊急を安L,人間の判断･作業が多い

と誤る危険仰がrたト､-)このため,‾最′ト限の八r別の介入により

イメージコピⅦ収得,デⅥ夕べースの担1役が行なえるように,

一‾上三〔Lたデータベ【ス保全の連用支援機能を備えている｡
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フ主:略言吾説明
SPCS(Spe()ifioation System),M.･ノ′丁(石蒜気テープ)
+CL(ジョブ制御言語)

ADMIMG(データベースイメージコピーユーティリティ)
ADMREC(データベース回復ユーティリティ)
ADMBAC(データベースバックアウトユーティリティ)
ADMCNG(データベースチェンジアキュームレーションユーティりテイ)

図2 データベース保全概要図 仕様書データベースの情報により,

運用支援プログラムによってデータベース保全処理用の+C+(ジョブ制御言語)

を作成,実行する〔

データベース管理 381

データベMスのバックアップイメMジコピ肝の取子別品㌔も

テー¶プを-tせ代管‡里するものである｡

(b)JCL什軌作成

ADMREC,ADMBAC,ADMIMG,ADMCNGリ三行時,

パラメータで殻′ト限の†朋i之を指定することにより,什様こ吉

デー｢夕べースにより性f州三を保ったJCLを【]戯作成し内部

りrダに出プJする｡

以Lグ)データベーース保全の関連を匡12に′Jミす｡

田 アプリケーション開発とSAMICS

アプリケー｢ションシステム,プログラム一端発のステッフと

SAMICS(乃関係について1況明する｡

4.1 システム設計段階

(1)ADMシステム定義への組込み

デM夕べース,プログラム(PAS),GSPAなどは,ADM

ゼネレーションにより,ADMシステム延義されていなければ

ならない(オンライン対象のもの)｡ADMゼネレーションは,

マシン連用卜随時できない｡SAMICSには定義什様乃人プJに

よるADMゼネレーション処辟も巧▲慮されているか,述刷卜の

制限とし,ADMシステム定義への組込みはSAMICS外処稚

とする｡

二のため,データベース,プログラム(PAS〕,GSPAは,

オンラインデバッグ開始3j那朋引空前にADM弓1二理前にri絹子L,

ADMシステム定二義を行なう必繋がある｡

(2)共川完兼吉の作成

フ‾ログラムで一共朋される延義什様吾を作成する｡

(a)データベ【ス;主義什様吾

(b)

(c)

(d)

(e)

4,2

(1)

(a)

(b)

(c)

(d)

(e)

(f)

4.

(1)

データベMスアクセス7上兼芳

ディスクログ左発語

アクションメッセ【ジ淀三毒害

GSPA左兼吉

プログラム設計･作成】設階

フ‾■ログラム対応で用いる定義汁1二様i-t‡を作成する‥

プログラム(PAS)走二達吉

卜和1hi三右

人力メッセージ左兼吉

山ノJメッセ【ジ定義書

リスト定義書

アクションメッセージ従義=iギ

ブログラムデバッグ段階

デr夕べ-スグ)バックアップグルーープの発錨

(a)データベースイ右義什様=芳の修j上

以_1二,各什様讃二叫;H充打た綻との関連を匡13にホす｡

4.4 デバッグ支援

(1)プロダクトバージョンとテストバージョン

フこ二樹上二様吾人力により,ディ レクトリ,コピーライブラリ

の‡′1刺t巨成を行なうSPCS処理には,プロダクトバージョン,

テストバー¶ジョンの二つのバーージョンがある｡バージョン措

く右はう主義什様吾人ブJ時(修‾1仁人ブJを含むハ)に行なう｡

プロダクトバーージョンを指定されたものは,SPCS処‡即寺,

本番輔のデータセットにディ レクトリ及びコピーライブラリ

をr†リブする｡二のため,日■一戸のオンライン稼動時には,本番

川のデータセットを盲E新するプロダクトバージョンのSPCS

処+理を行なうことはできない｡

プログラムデバッグ段階に必要とするディ レクトり､コピ

ーライブラリの作成川箸止)が,オンライン終了後の夜間1日

1回では,プログラム開発に多くの日数を賀してしまう｡そ
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注:略語説明などGSPA(グローバルスクラ▼ツチパッドエリア),PAS/AIB(プログラムアクセス仕掛′

アプリケーションインフォーメーションブロック).一(ディレクトリ出力に滋項),
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図3 システム開発ステップとSAMICS定義仕様書作成関連

SAMICSの各定義仕様書は,システム開発のステップにより順次登毒素される｡

こで70ログラムの開発日数を短縮するために,デバッグ支援

機能としてサポートするのがテストバージョンである｡テス

トバージョン指定の定義仕様書のSPCS処理では,本番用の

データセットとは異なるテスト用のデータセットにディ レク

トり,コピーライブラリを出力する｡

このテストバージョンを使うことにより,オンライン中で

あってもプログラムデバッグを行ない,必要ならばSPCS処

理によりディレクトリ及びコピーライブラリの作成(修正)を

行ない,効率の良いプログラムデバッグが可能である｡図4

にデバッグ処理の関連をホす｡

(2)テスト,プロダクトバージョン運用

定義仕様書の初期入ブJ時はテストバージョンとして人力し,

仕様書のチェック,出力ディレクトリ,コピーライブラリの

チェック,プログラムのデバッグ後テストバージョンをプロ

ダクトバージョンに変更し,本番用のディ レクトリ及びコピ

ーライブラリを作成する｡

図5にバージョン変更の関連を示す｡

8 結 言

以上,データベースシステムの建設･運用に当たって鈴木

自動車工業株式会社で開発したSAMICSについて述べた｡

SAMICSは,(1)アプリケーションプログラム開発の生産

性向上に効果がある(従来に比較して約30%程度向上できた)｡

(2)ADM環境下でのソフトウェアリソースを一元管理するこ

とができる｡(3)データベース保全に著しく効果を挙げること

ができる｡などの特長があl),DD/Dシステムとして既に定

着し成果を挙げている｡

現在,SAMICSはまだ制約があるが,DD/Dシステムとし

ての一つの方向を見いだしたと考えている｡今後は,ますま
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図4 デバッグ処理関連図 定義仕様書の登毒貴からAPテスト環境によ

りデバッグを行ない,結果の確認後,プロダクトバージョンへ変更する｡
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図5 テストバージョン,プロダクトバージョンのSPCS処理

デバッグ中はテストバージョンで登錦L,テスト完了後プロダクトバージョン

へ変更する｡

す増大すると思われるシステム管理者の責任に対し,DD/D

システムの概念,体系及び機能を整備･拡張してゆきたいと

考えている｡

本論文の執筆に当たり,鈴木自動車工業株式会社の御好意

によりシステムの公開及び執筆への御協力をいただいたこと

について深く御礼申し上げる｡




